
県内の感染状況を踏まえ、専門家の意見も伺い、総合的に判断した結果、熊本県リス

クレベルは、レベル２とします。

指標 前週（８月１０日） 今週（８月１７日）

最大確保病床使用率 73.1％ 64.1％

最大確保重症病床使用率 26.5％ 27.9％

前回（８月１２日発表） 今回（８月１９日発表）

レベル２ レベル２

熊本県 健康福祉部健康危機管理課
問合せ先：錦戸、横山、中満、吉岡
電話：０９６－３３３－２２３９
（内線）５９３１、５９３３

令和４年（２０２２年）８月１９日

新型コロナウイルス感染症対策に係る
熊本県リスクレベルについて

１ リスクレベル判定指標

２ 感染概況と注意が必要な地域

本県の新規感染者数は、非常に多い水準ながら減少が見られます。これは、お盆によ

る検査数の減少が最大の要因であり、実際の傾向は慎重に判断する必要がありますが、

増加傾向から横ばいへと推移し、高止まりしている状況と考えられます。

今後、お盆による人の移動の増加の影響により、感染者数の再増加が見られる可能性

があり、依然注意が必要です。

３ 県民の皆様へのお願い

「熊本BA.5対策強化宣言」を発令しています。「大切な５つを守る」感染対策をはじ

めとした対策に御協力をお願いします。

現在、医療機関への負荷が非常に高まっています。平日の昼間の診療時間内に受診を

する適正受診や、医薬品・食料品の日頃からの準備に御協力をお願いします。また、夜

間等に救急外来の受診や救急車を呼ぶか迷う場合、#7400(夜間)や#8000(子ども)への御

相談をお願いします。

帰省される場合は、事前にワクチン接種や検査を受けていただくほか、県外からの帰

省等がある場合は、同じ対応を働きかけていただきますようお願いします。

注意が
必要な地域

(保健所管轄地域)

県内全域

前週（８月１０日） 今週（８月１７日）

新規感染者数 26,057人 22,117人

感染の傾向 増加傾向にある 横ばいで高止まりしている状況
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熊本県における新型コロナウイルス感染症に関する概況
【令和４年（２０２２年）８月１９日】

熊本県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局

１ 熊本県における現状認識

(1) 新規感染者数の状況

全国の感染者数推移
(地方ごと・人口あたり週感染者数)

九州地方の感染者数推移
(人口あたり週感染者数)

感染者数は、全国的に減少が見られているが、非常に高い感染レベルが継続している。また、お盆によ
る検査数の減少が考えられるため、傾向の判断には注意が必要。
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本県の８月１１日から８月１７日までの新規感染者数は22,117人(前週は26,057人)。多くの地域で感
染者数は非常に多い状況ながら、横ばいから減少が見られている。ただし、最大の要因はお盆による検
査数の減少であり、8月17日、18日の県内の感染者数は5,000人を超えている。お盆の人の移動の増加
の影響も今後顕在化すると考えられるため、注意が必要な状況は継続している。

本県の感染数推移と実効再生産数 保健所ごとの人口10万人当たり週感染者数推移
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1

実効再生産数はSerial interval=2.12(標準偏差1.43)の分布を用い、
Coriらの方法で推定。

各保健所管内の人口は、国政調査(2020年10月1日現在)に基づく



お盆期間中、検査件数は減少しているが、検査陽性率も減少している。直近の状況は報告の遅れにより明
瞭ではないが、全体として増加傾向から横ばいへと推移しつつあると考えられる。
感染経路については、回答のあった7,938件からの推定(全体の35.9%)であるほか、SMSの使用に慣れて
いない高齢者では回答率が下がることが考えられる(高齢者施設が過小評価)ため、参考情報とする。
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(2) 感染の態様

年齢階級別分布(週合計)【参考】感染者の感染経路割合推移

調査完了又は回答のあったものを集計

(3) 病床等の状況
療養者数と入院率入院者の症状別推移
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８月１７日時点の病床使用率は64.1％、重症病床使用率は27.9％と、医療への負荷が非常に高い状況
が継続している。 病床使用率は先週と比して減少が見られているが、お盆の影響も慎重に判断する必
要がある。

(4) リスクレベル判定

８月１7日
レベル０
感染ゼロ

レベル１
維持すべきレベル

レベル２
警戒強化レベル

レベル３
対策強化レベル

レベル４
避けたいレベル

病床使用率 64.1％
県内で継続的な感染
が起こっていない

ー 20% 50%
最大確保病床数を超えた

数の入院が必要
重症病床使用率 27.9％ ー ー 50%
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グレー背景は参考値(未回答のものが半数以上)
グレー背景は参考値
(報告の遅れがある)
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8/3まで。調査票から集計。

8/4から。陽性者への聞き取りから集計。

グレー背景は参考値(調査未完了のものが半数以上)
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検査数は、医療機関からの報告に基づく。報告の遅れ、未報告、
みなし陽性の影響で、陽性率は100%を超えることがある。



※1 各保健所管内の人口は、国政調査(2020年10月1日現在)に基づく

人口10万人あたり
新規陽性者数（人）

保健所名

8/11～8/17

新規陽性者数
人口10万人※1

あたり

熊本市保健所 9,353 1265.9

有明保健所 2,007 1304.4

山鹿保健所 810 1652.2

菊池保健所 2,608 1396.8

阿蘇保健所 683 1163.5

御船保健所 919 1120.8

宇城保健所 1,233 1202.4

八代保健所 1,523 1135.2

水俣保健所 566 1301.4

人吉保健所 1,205 1478.9

天草保健所 1,210 1126.0

1,000以上

900以上1,000未満

800以上900未満

700以上800未満

600以上700未満

500以上600未満

400以上500未満

300以上400未満

200以上300未満

100以上200未満

100未満

（５）注意が必要な地域の概況

全地域：人口10万人当たりの感染者数が1,000を超えている。

【参考】ゲノム解析の結果概要

【参考】医療提供体制、感染状況に関する参考指標

時点

医療負荷の参考指標 感染状況の参考指標

療養者数 入院率
※１

重症者数 中等症者数
救急搬送困難件数

(うちｺﾛﾅ疑い事案)※2

必要病床数予測※3
検査陽性率

※4
感染経路
不明割合

新規感染者数
今週／前週比

1週間後 2週間後 3週間後

8月17日 42,292人 1.3% 19人 203人 78（38） 1,328 2,117 2,230 95.4% 28.1%※5 0.9

8月10日 43,875人 1.5% 18人 240人 93（42） 1,592 2,806 3,362 95.5% 34.3% 1.0

8月3日 44,960人 1.3% 12人 247人 67（26） 1,525 2,636 3,133 86.3% 35.3% 1.0

7月27日 37,199人 1.5% 9人 208人 78（36） 1,474 3,400 5,713 78.4% 29.1% 1.5

7月20日 23,344人 2.0% 5人 175人 70（23） 1,024 2,080 3,154 62.7% 23.4% 1.4

7月13日 15,788人 2.4% 4人 131人 47（18） 742 1,855 3,496 48.6% 24.7% 1.8

7月6日 8,721人 2.8% 2人 83人 26 （9） 456 1,072 2,028 41.1% 27.6% 1.8

6月29日 4,700人 4.0% 1人 69人 15 （1） 293 522 784 30.9% 27.8% 1.4

※1 療養者数が人口10万人あたり10人以上（174人）の場合に適用。
※2 その時点で消防庁にて公表されている直近１週間の熊本市消防局の値。
※3 新型コロナウイルスの感染拡大状況とワクチン接種状況に応じた医療需要の予測ツール（国立感染症研究所）の短期予測を用い、本県のデータを用い算出。

(感染が急激に増加する場合は、パラメータを調整する場合がある)
※4 新規感染者数（公表日ベース）及び県内の全検査数の1週間合計より算出。検査数の増加により、報告の遅れがあることに注意。
※5 調査が完了した7,938名の調査結果から算出したもの。調査が完了していない事例（リンクが判定されていない）14,179名分は分母に含まれないため、

参考値とする。（保健所業務がひっ迫しており、感染経路についての疫学情報が十分に得られない状況）

3

※結果判明までのタイムラグがあるため、日付が近い値は変動する。

【参考】救急搬送困難件数
※熊本市消防局から総務省への報告数。
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２ 熊本県・熊本市新型コロナウイルス感染症対策専門家会議座長コメント
（８月１８日現在）

〇 熊本県の新規感染者数は、先週と比較して減少が見られており、先週今週比は0.85で

ある。これは、お盆により検査数が抑えられた影響が大きく、その影響が小さくなった

17日や18日においては、5,000人を超える感染者数が確認されている。そのため、現時点

で感染者数が減少傾向に推移したと判断はできないが、直近の各種データ（検査数が抑

えられていた時点で陽性率も下がっていることや、各年齢階級や地域が同様の動きを示

していること）からは、横ばいに推移しつつあると思われる。

〇 他国でも見られているとおり、強力な行動抑制を行わない場合、感染者数を減少に向

かわせるためには、集団免疫の状態になることが必要である。ワクチン接種や感染（検

査で陽性と判定されていない者を含む）による免疫獲得者の総数を免疫人口とすると、

これが集団の人口の一定割合を超えると集団免疫の状態となり、感染者数は減少に向か

う。

〇 集団免疫に至るために必要となる免疫人口割合は、病原体の性質（基本再生産数※）に

加え、集団の接触頻度や基本的な感染防止対策の強度によって決まる。そのため、現在

熊本県で見られている新規感染者数の横ばいへの推移の原因が、仮に集団免疫によるも

のであったとしても、県民の行動が変わると感染は再度増加に向かいうる。

〇 これまで、年末年始やゴールデンウィーク、お盆など、人の移動が増加した後は感染

者の増加を経験しており、今回の「行動制限のないお盆」の影響も顕在化してくること

が予想される。今後の感染者の増加によっては、必要な方が入院できないような事例が

起きかねないほどに、医療現場は非常に厳しい状況が継続している。

〇 自らの健康を守るために、病床の状況が改善するまでは、感染者数の増減に一喜一憂

せず、「熊本BA.5対策強化宣言」による基本的な感染防止対策のほか、新型コロナウイ

ルス感染症以外の一般的な健康管理（熱中症予防等）を徹底していただくようお願いす

る。

4

※…全員が感受性を持つ集団において、特に対策を行わない場合の、1人の感染者から生じる二次
感染者数の平均値



１ 基本的な感染防止対策の徹底

・「新しい生活様式」の実践をお願いします。
・マスク着用を推奨する場面※は次のとおりです。
- 屋内において、他者と距離（２m以上を目安）がとれない場合
- 屋内において、他者と距離がとれるが会話を行う場合
- 屋外において、他者と距離がとれず会話を行う場合
- 重症化リスクの高い者と接する場合

・換気、手洗い、人と人との距離の確保等を徹底してください。
・帰宅直後の手洗いや入浴、発熱等の症状がある同居者と部屋を

分けるなど、家庭内における感染防止対策を徹底してください。
・厚生労働省がリリースした接触確認アプリの積極的な利用を

お願いします。

① 症状がなくとも、マスク（不織布マスクを推奨。以下同じ）着用
② こまめな換気、手洗い・手指消毒
③ 発熱時は仕事等を休み、かかりつけ医等に電話相談！

©2010 熊本県 くまモン

３ 県民の皆様へのお願い（８月１９日発表）

熊本県リスクレベルは、レベル２です。
また、感染状況は横ばいで高止まりしている状況にあります。

※…特に夏場については、マスク着用が必要ない屋外の場面では、熱中症予防の観点から、マスクを外すことを推奨。
また、就学前の子どもは、2歳未満では着用が推奨されないほか、２歳以上であっても周りの大人が子供の体調に注意したうえでの着用が必要。

熊本BA.5対策強化宣言
令和４年８月２日(火)～

医療提供体制を守り、社会経済活動を継続できるよう、
県・県民・事業者が一丸となって対策を実施しましょう。

【大切な5つを守る】感染対策の実施をお願いします

従業員/お客様を守る

子どもを守る

日常を守る

会食はなるべく
普段一緒にいる人と

人数を絞って短時間で
大人数は事前検査を

高齢者、基礎疾患のある方
出産間近の妊婦さんは

なるべく外出や
人との接触を控える

これらの方と会う際は特に注意

普段会わない人との
旅行は

なるべく延期

部活動前後の
部室等での会話や
友人の家で遊ぶ時は

マスク着用

在宅勤務や
オンライン会議の活用

時差出勤の導入

会食の場では
換気の徹底や
座席を4人以下

など工夫

イベントは
密にならない工夫や
延期できるものは

なるべく延期

入場者の整理など
混雑回避の

取組み

カラオケは
マスク着用

普段会わない人とは
なるべく控える

親族・友人の家
への宿泊では

換気・マスク着用
徹底

エアコンを
つけていても
定期的に換気

熱中症には注意し
会話する際は
マスク着用

わずかでも体調に
異変があれば
外出を控える

買い物はなるべく
混んでいない

時間に

高齢者等を守る

帰省時等に高齢者等
と会う際は事前に

検査やワクチン接種

楽しい時間を守る

大人数での会食
参加者に事前検査

を促す

友人との
BBQ・ホームパーティー
会話する際はマスク着用
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４ 会食時は特に注意しましょう

・会食は、宅飲みを含み、感染リスクを最小化するために、下記に
留意して実施してください。

・県内全域で、深夜遅くまでの飲酒や会合など、感染拡大につながる
行動を控えてください。

・感染防止対策が講じられていない飲食店は、利用しないようお願い
します。

①「会食時の感染リスクを下げる
４つのステップ」を遵守して

② なるべく普段から一緒にいる人と
③ 人数を絞って

４つのステップ

・宴会等はなるべく普段から一緒にいる人と行うとともに、
普段一緒にいない人との会食は特に注意してください。

・飲食店を利用する場合、同一グループの同一テーブル
使用は４人以内としてください※。 ※…認証店における会食を除く。

(注)認証店：「熊本県飲食店感染防止対策認証制度」の認証を受けた店舗

２ 検査受検

発熱などの症状がある方

症状はないが、感染に不安を感じる方

外出せず、かかりつけ医等の医療機関又は発熱者専用ダイヤルに電話相談し、
受診してください。

県の登録を受けた検査機関等において無料検査が受けられる（熊本県民に
限る）ため、検査を受けてください。なお、無料検査は当面の間継続する
こととしています。

３ 移動・外出

・都道府県をまたぐ移動は、「３つの密」の回避を含め基本的な感染防止策を
徹底してください。

・帰省前等に、ワクチン接種の確認と、検査受検をお願いします。
・旅行は感染対策を徹底し、わずかでも体調に異変があれば控えてください。

・マスク着用等の感染防止対策を徹底してください。
・感染リスクの高い「3つの密」のある場所への外出は自粛してください。

【移動】

【外出】

無料検査について

発熱等がある場合
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※沖縄県に移動される方は、その前にワクチン３回目接種又は検査で陰性を確認することに
御協力をお願いします(沖縄県・国からの呼びかけ)。



コロナに関わらず、緊急を要さないと思われる場合は、平日の昼間の診療時間内に受診
をするなどの御協力をお願いします。

【適正受診】

７ 医療機関の適正受診など

子ども医療電話相談事業 ＃８０００
平 日 ：午後7時から翌朝8時まで
土曜日 ：午後3時から翌朝8時まで
日・祝日：午前8時から翌朝8時まで

夜間安心医療電話相談事業 ＃７４００ 毎 日 ：午後7時から翌朝8時まで

【夜間に救急外来の受診や救急車を呼ぶか迷う場合】
下記への電話相談をお願いします。

５ 飲食店事業者の皆様への要請

・県が示した業種別の「感染防止対策チェッ
クリスト」、国が取りまとめている感染拡
大予防ガイドラインにより、十分感染防止
活動を行い、それが県民に分かるよう、ス
テッカー等を掲示してください。

・同一グループの同一テーブル使用は４人以内
としてください※。

【感染対策】

・感染防止対策徹底のため「熊本県飲食店感染
防止対策認証制度」をご活用ください

【認証制度】

認証制度チェックリスト

※…認証店における会食を除く。

６ イベント開催
・県の「イベントの開催制限について」を参考とし、感染防止対策を徹底してください。
・参加人数は、下記の【人数上限】、【収容率】のいずれか小さい方に制限してください。
・感染防止安全計画を策定するイベントについては、イベント開催日の２週間前までを目途に県

に感染防止安全計画を提出してください（大声なしの担保が必要）。
・感染防止安全計画を策定しないイベントでは、感染防止策チェックリストを作成し、

主催者等のHP、SNSなどで公表し、イベント後１年間保存してください。

詳細は熊本県HP「イベントの開催制限について」を御確認ください。

感染防止安全計画の
策定あり

その他
（感染防止安全計画を策定しない）

人数上限 収容定員まで 5,000人又は収容定員50％のいずれか大きい方

収容率 100％ 大声なし：100％、大声あり：50％

「大声」：通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること。「大声あり」：「大声」を積極的に推奨する又は必要な対策を十分に施さないイベントが該当

イベントの開催
制限について

重症化リスクの低い方や軽症の方は、緊急受診しなくても良いよう準備を。
【薬品・食料品の準備】
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８ その他

・業種別ガイドラインの遵守
・テレワークの推進等により出勤者削減(可能な範囲で目標を設定)への取組み
・職場における感染防止のための取組み（手洗いや手指消毒、換気励行、テレ

ビ会議の活用、昼休みの時差取得等）の徹底
・三つの密を発生させない取組みへの協力
・従業員に対し、療養・待機期間解除後の念のための検査を促すことは控えて

事 業 者

学 校

・文部科学省の「衛生管理マニュアル」に基づく感染防止対策の徹底
・感染防止対策の徹底を依頼
・部活動において感染防止対策を徹底した上での活動を依頼
・小学校で希望する場合は教職員に対する集中的検査の実施

保育所等

・保育所等における感染防止のための取組み（職員のマスク着用、手洗いや手
指消毒、換気励行等）の徹底

・感染状況等に応じて臨時休園等の判断を速やかに行うよう市町村へ依頼
・保育所で希望する場合は保育士等に対する集中的検査の実施
・市町村の代替保育の実施を支援

高 齢 者
施 設 等

・従事者にわずかでも症状がある場合、確実に仕事を休ませる体制の構築
・オンライン研修等による、感染防止対策の実施
・高齢者・障がい者等の施設の従事者に対する集中的検査の実施

そ の 他
・保育所の保育士、小学校の教職員、高齢者施設等の従事者等が濃厚接触者に

なった場合に、早く職場に復帰できるよう検査の実施を支援

残念ながら、感染者やその御家族、医療従事者の方々の中に、差別を受け、苦しんでいる方が
おられます。新型コロナウイルス感染症には、誰もがいつでも感染する可能性があります。感染
された方やその御家族、職場関係の方々に責任はありません。不当な扱いや嫌がらせ、誹謗・中
傷などは絶対にないよう、お願いします。

また、県では、基本的な感染防止対策として、マスクの着用をお願いしているところですが、
障がいや病気などの様々な事情でマスク着用が困難な方がいらっしゃいます。県民の皆様におか
れては、このような様々な事情により、マスクをつけられない方がいらっしゃることをご理解い
ただきますようお願いいたします。

県民の皆様へのメッセージ
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熊本市の状況と対策

熊本市においては「熊本市医療非常事態宣言」が発令されておりますが、病床

使用率は依然として非常に高い水準で推移しており、医療提供体制に大きな負荷が

生じています。

新規感染者数は減少が見られていますが、お盆休みによる検査数の減少が影響

していると考えられます。一方、来県者数が急増しており、これまで人の移動が

増加した後に感染者も増加してきたことから、今後、その影響が懸念されます。

高齢者など重症化リスクが高い方を守るためにも、あらためて感染防止対策の

再徹底や、医療機関の適正な受診など、一人一人のご協力が必要です。

【対策】

✓ワクチン接種の着実な実施（追加接種等）

✓保育所等・小学校・高齢者施設等の従事者に対する集中的検査 及び 同従事者が濃厚接触者に

なった場合の待機を早期に解除するための検査の支援

✓保育所等や学習活動、部活動、児童育成クラブ等における感染防止対策の徹底

✓熊本シティFM・街中モニターを活用した感染予防策に関する広報啓発活動の実施

✓さらなる病床確保に努めるとともに、感染者が発生した高齢者施設等の要請に応じ、医療支援チーム

を派遣し、感染状況の把握と迅速な感染管理、医療介入を実施

【熊本市からの要請】

＜市民の皆さまへのお願い＞

■ 高齢者など重症化リスクが高い方

・高齢者や基礎疾患をお持ちの方 及び その同居家族は感染防止対策の再徹底をお願いします。

・重症化を防ぐため、希望する方は積極的なワクチン接種（4回目）をお願いします。

■ 上記を含む全ての市民のみなさま

・発熱時には平日の昼間の診療時間内に受診するなど、医療機関の適正な受診をお願いします。

軽症の場合や検査目的での救急病院の受診はお控えください。

・感染に備えて、食料・日用品・市販薬等のご準備をお願いします。

・重症化リスクが高い方を守るため、特に若い世代で希望する方は積極的なワクチン接種（3回目）

をお願いします。

＜医療機関の皆さまへのお願い＞

■ コロナ診療を行っていない医療機関

・発熱外来にご協力をお願いします。

・陽性患者の診療（外来・入院受入）にご協力をお願いします。

■ 既にコロナ診療を行っている医療機関

・診療日、診療時間の拡大及びかかりつけ患者以外の受入にご協力をお願いします。

・入院病床の更なる確保及び休日夜間の受入体制の拡大にご協力をお願いします。

熊本市 新型コロナウイルス感染症対策課
問合せ先：岡島・田上・田口・富永

電話：096-364-3311

本ページの内容の問い合わせ先
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